
⾦賞（賞⾦100万円）
⼤橋由三⼦・⽻根⽥正憲(フリー) 

銀賞（賞⾦各30万円）
⽯原光⼀郎（⿅島） ⾦⼭元太（アートランド）

マーベルデザインコンペティション第2回

第2回C.H.C.マーベルデザインコンペティションは、課題「快適な⼿洗い機能」の
もとに実施され、94年 3⽉ 10⽇に締め切られました。今回の応募作品点数
は90点を数えました。審査は、94年5⽉19⽇に、新建築社にて⾏われ⾦賞1

点、銀賞2点、銅賞6点が決定しました。表彰式は東京・六本⽊の国際⽂化
会館で⾏われ、式後のパーティーでは、⼊賞作品を囲んで審査員と⼊賞者の
歓談に花が咲きました。⼊賞作品の展⽰会が94年6⽉10〜17⽇に⽇本建
築学会展⽰ホールにて開催されました。

審査委員⻑・⿊川雅之 

審査委員・川上元美（プロダクトデザイナー）内⽥ 
繁（インテリアデザイナー） 

⽯橋利彦（建築家）

第2回 課題 〜快適な⼿洗い機能〜



マーベルデザインコンペティション第2回

銅賞（賞⾦各10万円）
細⽥みぎわ（細⽥みぎわアーキスタジオ） 村⽥豊（⼾⽥建設）

Yann NUSSAUME（京都⼤学⼯学部） 
NOBUYOSHI SUTO（京都⼤学⼯学部）

⼩平恵⼀（⼩平恵⼀建築研究所）

本うし｀93（丹⽻建築設計事務所） 
John M.Lennon（建築第三舞台）

菊池 宏（東京理科⼤学⼯学部）



⿊川雅之（審査委員⻑）
前回のコンペの漠然とした⼤きなテーマ（商業施設における洗⾯空間）か
ら、「快適な⼿洗い機能」というわかりやすいテーマになったせいなのか、密度
の⾼い作品が多数応募されたように思う。もちろん、切り⼝は様々で哲学
的なものからすぐさま製品になりそうな器具の提案まで含まれていて「⼿洗
い」なるものの意味の広さ、⼤きさをいまさらながら感じたりの審査であった。 

⾦賞受賞の⼤橋由美⼦+⽻根⽥正憲案は、⽔の表現を⽔滴でとらえると
いう、もっとも⽔の⽔らしい瞬間を表現しており、⾊彩や形態も詩的で⼿洗
いのもつ儀式性や⽔の神秘性もしのぶことのできる優れた提案で、審査員
全員の評価が⼀致しての⽂句なしの⾦賞であった。 

銀賞になった2点のうちの1点⾦⼭元太案はそのまま商品化可能な折り畳
み式洗⾯器で、使⽤時・⾮使⽤時それぞれに美しいシルエットをもつ提案で
あった。 

もう1点の⽯原光⼀案はその逆を指向しており、むしろ哲学的な意味を表
現するものといえるものであった。排泄するときの浮遊する⾁体の中の視覚
や脳による思考の回路を、むしろテーマの対象として扱おうとする案で、モノと
しての「⼿洗い機能」を描いている。 

そもそも「⼿洗い」とは、⼈の⼼に直結するもの、⽣理的な⾏為に関係して
おり、しかも流動的でやわらかな「⽔」が⽀配する空間、「洗礼」のように宗
教に関係したり、清めは儀式にもつながるものだけに発想の切り⼝もさまざま
にあって、多くの応募者のイマジネーションを刺激したのだと思う。楽しい審査
であった。

内⽥ 繁（審査委員）
「⼿洗い」という⾏為の原点を思推深く掘り下げたもの、儀式性を押し出し
たもの、器具としての完結性を求めたもの、あるいは都市空間や公園におけ
る⽔回りのあり⽅をその環境から考察したものなど、今回の⼀⾒限定された
テーマに⾒えるところを応募者がそれぞれの視点から提案し、その広がりには
⽬を⾒張るものがあり、またその内容や密度においても質の⾼いものが多
かった。
賞対象の審査の過程で意⾒がかわされたが、⾦賞の「a Drop」（⼤橋由
美⼦+⽻根⽥正憲案）は、第⼀段階E?のセレクトのときから私はインパク
トを受けたもので、⼿を洗う⾏為そして媒体である⽔を天から降りる⼀滴にま
で思いをめぐらし、象徴化した感性は、そのイメージや造作性においても、ま
た限られた⼿法でのプレゼンテーションにおいても秀逸な作品であると思う。
銀賞の「SWITCH」（⾦⼭元太案）は、器具類の応募が多い中、コンパク
トにまとめられたシャープで⼼地よいフォルムとうまく納まったメカニズムとをな
し、具現性の⾼い器具があるが、ぜひ製作の検討をお願いしたい。
もうひとつの銀賞⽯原光⼀郎案は、⽣理的⾏為の空間にイメージ情報を取
り込むコンセプトを⼿慣れたイラストで表現したもので、その視点は魅⼒的で
ある。

川上元美（審査委員）
⽔回りの空間が表⾯に出てき、そのアメニティ性をいわれているとき、タイム
リーなコンペであった。審査をしながら、いざ⾃分で商業空間の1シーンを設
定し、どんな⽅向を⾒いだすかと考えると、恣意的になるほど、難しいテーマ
であるなと感じた。⾏為を哲学的に、エンターテイメント⾵に、⽂明への異議
申し⽴て、あるいはリアリティーを持たせた正攻法、とテーマに対する切り込み
が多種多様で、頭を切り替えながら意図を理解しようとするが、その具体的
まとめで、短絡的にまとまったものが多く⾒られた。
⾦賞の福本案は、応募の中に多く⾒られたとうり⼀遍の⽔回り空間から離
れ、⼼象⾵景といえようか、おおらかな草むらの中での⽤たしともいえるイメー
ジをつくってみせたところに引きつけるものがあった。出品者は学⽣とのこと。
頭の柔らかさを⾒せてもらった。銀賞・⼭⽥案は正攻法で⽔回りを思い切っ
て屋上へ持っていき陰陽を逆転させることにより気持の良い空間の創出を
試みている。
銀賞・野⼝案は、⽂明批評とでもいえるアイロニカルな発想が、特に⾃分
⾃⾝をテレビで眺める発想は強烈である。銅賞も含め、学⽣の若々しいイ
メージが可能性を⽰しているように思う。

⽯橋利彦（審査委員）
「⼿洗い」という⾏為のアプリオリな部分は、洗浄することによって得られる清
潔感にあると思う。そこでこのコンペではそうした清潔感をどのようにとらえ、そ
して表現し得たかという点を問題とした。まず、清潔感の⽐喩的表現として
⽔、流れ、ガラス等に展開を求めた案。次に、清潔感を⽣み出す⼿段とし
てテクノロジーに依拠することを表現とした案などが構成としては多かった。 

⾦賞の⼤橋由美⼦+⽻根⽥正憲案は、⽔の流れを極限まで繊細に表現
し、形態としても美しくまとまっている。 

銀賞の⾦⼭元太案は単体の表現が過剰になりすぎる傾向の中で、シンプ
ルかつコンパクトに納めたデザインが評価された。また、和⾵をテーマにした案
は今回も多く提案されたが、洗⾯を儀式でとらえた村⽥豊案が銅賞となっ
た。
同じく銅賞の細⽥みぎわ案は、曲⾯に⼥性的なやわらかさを感じさせる表
現である。また、菊池宏案は、床と壁の要素を微妙にずらすことで洗⾯空
間を表現していた。
このコンペも2回⽬を迎え、⽇常では従空間的⾊彩が強い分野のアイデアコ
ンペとしてのとまどいも消えてきた。そして「⼿洗い」という⾏為を主題に、既
成概念にとらわれがちな事象をとらえ直す機会になってくれたのではないだろ
うか。

マーベルデザインコンペティション第1回




